
令和５年度学校運営協議会議事録（第 1 回） 

日  時  令和５年 4 月 26 日（水）午前 10 時～午前 11 時 30 分 

会  場 祇園小学校会議室 司  会 増渕教頭 記  録 木下 

参加者 熊田裕子会長 羽入由希子副会長 上野保久様 吉住 齊様 石川知子様 峯 雅士様 

佐々木寿子様 服部由佳様 星野良子校長 増渕康博教頭 木下恵教諭 

議 事 内 容 

１開会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２内容 

令和４年度会長あいさつ 

・こんにちは。今日は肌寒い中、お足元も悪い中ありがとうございます。昨年度は、PTA で祇

園の目バッジをつくっていただき、子どもたちを地域みんなで見守ろうという意識が、じわ

じわと浸透していることを感じます。いい活動ができたと思っています。今年はコロナの第

九波という噂も聞こえてきますが、今までの 3 年間よりはおさまってきているので、さらに

よい活動ができるのではないかと思います。どうぞよろしくお願いします。 

学校長あいさつ 

〇みなさんこんにちは ご多用の中また足下の悪い中ありがとうございます。校長の星野良子

です。2 年目になりました。どうぞよろしくお願いいたします。今年は、新しい方も入って

いただき嬉しく思っております。令和 5 年が無事始まりました。今年は日課を全学年統一し

ました。けがが増えるのではないか等の心配もしたのですが、子どもたちなりに考えて行動

することができ、安全に譲り合いながら休み時間も体育ものびのびと過ごしています。マス

クは個人の判断ということになりましたが、なかなか外せない様子もあります。これから

は、熱中症等も考慮していく必要もあります。本校としては、気を緩めずに上手に付き合っ

ていきたいと思います。本日は、地域の方の知恵とご協力を得ながら、子どもたちが行きた

いなと思う学校、保護者の皆様にはこの学校でよかったと感じていただけるような学校、地

域の方には、ここに学校を作ってよかったと思っていただけるような学校づくりを目指して

いきたいと思います。学校は、校長教頭教務、地域連携教員の４人がメンバーです。どう

ぞ、忌憚のないご意見をよろしくお願いします。 

委嘱状交付 

〇委嘱状は、継続の皆様には、机上に置かせていただきました。それでは、新任の方には直接

お渡し致します。では、内容に入る前に自己紹介をよろしくお願いします。 

 

学校運営協議会の趣旨等の確認 

資料「下野市学校運営協議会運営マニュアル」から読み上げ 

〇マニュアル 3 ページをご覧ください。4 ページから具体的な留意点等、後ほどお読みいただ

いて、疑問等ありましたら後ほどうかがいたいと思います。ご意見をこれからもいただきた

いと思います。 

 

会長・副会長の選出 

〇どのように選出しますか？ 

・熊田さんにお願いしたいと思います。 

・すみません。では、よろしいでしょうか。 

・皆様、いかがでしょうか？（満場一致） 

〇副会長は、羽入さんでよろしいですか？（満場一致） 



・よろしくお願いします。 

〇このあとは、新会長さんのほうで進行をお願いします。 

今年度の学校経営の基本方針の承認 

①よろしくお願いします。それでは、要項に従って進めてまいります。まずは、今年度の学校

経営基本方針からです。 

【資料「令和５年度 園小学校の教育」から】 

〇学校教育目標は、「響き合い、輝き合いながら、共によりよく生きようとする子どもの育

成」目指す児童像が、３つです。今年変えた点についてお話しします。まずスローガンを変

えました。笑顔はいっぱいになってきているので、今年は溢れさせようと思います。今まで

入っていた学力という言葉は、チャレンジに含むということで考えています。次に学校経営

方針ですが、（2）に「分からないといえて」を入れました。本校の子どもたちは、能力も高

くよく学習ができますが、分からないことがあっても静かに授業が進んでしまう傾向にあり

ました。「先生ここが分からない」といつでも発言できるクラスを先生方の中に意識付ける

ために書きました。６の努力点及び具体策の(1)ウ「全職員による危機管理体制の確立と安全

管理の徹底を図る」では、新型コロナ感染症だけでなく、全ての感染症も含む感染症拡大防

止対策の徹底を進めていきます。また、(2)「学ぶ力」を育む学習指導の推進では、オに自主

的・自発的な読書活動の推進を入れました。昨年度の学校評価で、読書に対する項目がとて

も低かったので、そこを改めて、家庭学習と読書を入れています。(3)児童の自己肯定感を高

め、「だれもが楽しく居心地のよい学級」づくりと心や社会性を育む教育の充実では、カの

挨拶返事の励行を一番にしました。子どもたちは学校の中ではとても良く挨拶ができていま

すが、なかなか地域での挨拶ができていません。学校の外でもできるように、異年齢等さま

ざまな交流を実施する中で挨拶が身に付いていくようにと考えています。みなさまに特にお

願いしたいのは、（４）地域とともにある学校の推進では、小中一貫教育の活動を通してク

リーン活動、交流授業、あいさつ運動、委員会交流、公開授業、音楽交流会も予定されてい

ます。少しずつ戻るといいなと思います。皆さんには、地域であいさつができる子どもたち

を大いに褒めていただき、実践していることを自覚させていただきたいと思います。いい子

どもたち素晴らしい地域の方たち、教員と一緒に学校を経営できたらいいなと思いますの

で、どうぞよろしくお願いします。 

②ご説明の中で、ご質問等ありましたら。 

③音楽交流についてお聞きしたいのですが。 

○高学年が中学生の歌を聴くという感じをイメージしています。合唱コンクールの上位クラス

が学校に来てくれます。 

③小学校は、合唱は？ 

○下野市の音楽祭は、ミュージッククラブで、合奏で出場する形になりました。 

④お返しをしたりする形でしょうかね。 

○そのように考えています。 

⑤挨拶ということですが、朝の立哨指導ではどうですか？ 

・校長先生が声をかけてくれてますのでそのときは良く手も挙げてますが、いないときは余り

挙げていません。最近児童数が減ったのか、一緒についてくる保護者も少ないように思えま

す。学校だけでなくご家庭で呼びかけてくれるといいですね。 

⑥保護者として、ご家庭代表としてどうですか。 

・学校が挨拶を打ち出すのなら、PTＡでも、連携して呼びかけようと思います。 



⑦１年生でしょうか？今の時期はお迎え当番ですかね。下校につきそう保護者の方へも挨拶を

しようと思います。 

⑧他に何かございますか？ 

⑨感想ですが。校長先生が「分からないといえて」というご説明をされましたが、ここがいい

なと思いました。笑顔はあふれてきたので、チャレンジという言葉もいいですね。さらに一

歩を踏み出すという感じが伝わってきます。 

・このスローガンはシンプルでわかりやすいのでいいですね。挨拶を強く打ち出すということ

で。挨拶のできない子は、保護者が手本を示していないと思います。親を見て子は育つのだ

と思います。 

⑨道ですれ違う時なかなか難しいのですが、大人も頑張ろうと思います。 

⑩では、承認に移ります。承認される方は拍手でお願いします。（満場一致） 

では次に主な学校行事に移ります。 

今後の学校行事予定 

  宿泊学習･修学旅行・授業参観・児童表彰･運動会・二中学区合同クリーン活動等 

（詳細は、行事予定表参照） 

○今回プレイタイムという言葉があると思いますが、縦割り班活動のことです。コロナが収ま

りつつあるということで少しずつ始めようと思っています。 

・工場見学はどこに行くのですか？ 

○社会科の学習であるのですが、昨年度はせんべい工場以前はボンド工場でした。 

・あいさつ運動はどうですか？ 

○今回はバージョンアップしようと思います。また、あいさつ運動は、今までは委員会単位で

参加していましたが、全児童が全員参加できるよう、学年単位で取り組みます。 

・草取りは？ 

・熱中症の予防も考えないとということで、9 月初めにＰＴＡで実施する予定です。 

○垣根の草取りはたいへん助かっています。 

⑪では、情報交換に移ります。 

情報交換 

⑫何かありますか？  

・委員の名簿を見て思ったのですが、10 名程度ということですが、あと 2 名ぐらい空いてます 

ね。例えば主任児童委員さんなどを入れたらと思います。そういう人も対象にしたらとも思

います。地域で子供を育むとなれば、自治会の方もいれると、例えばあいさつ運動なども浸

透するのではと思います。 

⑬今年は決まっていますが、見学という形で来年に向けてということも可能かと思います。 

〇教育委員会とも検討します。 

・今年の 12 月 9 日の祇園小祭は実施したいです。学校と相談ですが、できたら地域の方にも

来ていただけたらと思います。 

・グリーンクラブは、昨年度は授業の一環として、参加しましたね。 

・どの規模でやるかも早めに決めて行いたいと思います。 

⑭では、ギオンジャーさんはどうですか。 

・ギオンジャーとしては、階段のシールの修復を予定しています。 

・らこんては、去年 5 回でしたが、今年は 15 回にしました。頑張りたいと思います。 

・らこんてさんとＰＴＡの読み聞かせをうまく結びつけられないかと思うのですが。 



・ＰＴＡは、自分のお子さんのクラスで読みたいということなのですよね。 

・国分寺地区では、そのようにやっているボランティアがあります。 

・運営の母体がしっかりしていれば、ハードルを高めず参加できるのかなと思います。 

⑮相談してより良くできるといいですね。 

⑯では、今年度の協議会の予定についてお願いします。 

〇次回は、６月２３日（金）です。学校運営協議会のかたのみの授業参観を予定しています。

3 回目は 10 月２０日 第４回目が、１月２６日です。その合間に、合同学校運営協議会が 9

月２８日にあります。持ち方については、後日事務局緑小が行います。先ほどのクリーン活

動は１１月２７日（月）を予定しています。 

⑰その他にうつります。 

○下野市小中一貫教育推進協議会委員の推薦についてです。昨年は本校から出していただきま

した。今年も、どなたかにお願いしたいのですが。 

・昨年度は、私がやらせていただきましたが、それぞれの地区の環境が随分と違うなと思いま

した。その際のお話もお伝えできればと思いました。 

○では、本年度はどうでしょうか。 

・では、私がやります。 

⑱よろしくお願いします。（峯さんで決定） 

○今回の名簿や議事録を、ホームページに載せさせていただきます。 

⑲では最後に、上野先生お願いします。 

（上野）初めに校長先生から、スローガンが示されました。一番目に挨拶を入れたということ

皆さんここをバックアップ、子どもがやってよかったと感じる反応を大人がするということ

が大切です。子どもたちをよくするためにやるのだから、ということが必要。それにはまず

家庭からですね。自分が見本になるような挨拶を目の前でするということが大切。実際、家

の人があいさつしないご家庭はやはりしないですよね。挨拶は当然ですということを、賛同

を得るようにＰＴＡに呼びかけたいですね。前に地域の方に向けて、子どもたちがなぜ元気

なく見えるのかという事情を話したことがあります。世の中物騒であるなど危険防止やコロ

ナ対策のため、小学生から進んで挨拶をすることができないという話をしました。大人が先

に挨拶をするような手立ても必要ですね。家庭で差があることですが、これをあえて掲げた

のですから、１年後は祇園小学区はすごいね。やればできるという形にできればと思いま

す。 

⑳これで第 1 回の学校運営協議会を終わりにします。ありがとうございました。 

 


